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S19 タンパク質は、リボゾーム由来のタンパク質として同定されました。近年、その架橋二量体の形成によっ

て補体 C5a との類似構造が出現し、その二量体が単球特異的な走化活性をもつことが発見されました。 
慢性リウマチ等の組織像においては単球／マクロファージの浸潤がメインのイベントであり、これらの病態解

明のため、本蛋白の解析は非常に注目されています。また、アポトーシス細胞が S19 二量体を遊離して自己の

単球／マクロファージによる貪食を促進することも示唆されており、形態形成や組織再構築等アポトーシスが

関与する系でも S19 タンパク質の解析は有用と考えられ、さらには、赤芽球系が特異的に減少するダイヤモン

ド・ブラックファン貧血症の原因遺伝子の一つと報告されています。 
本抗体は、大腸菌で発現したヒトS19タンパク質をウサギに免疫して得られた抗体で、免疫染色に使用でき、

上記の解析に非常に有用です。 
 

 

HepG2 Cell Homogenate を用いたウエスタンブロッティング         S19 タンパク質を固相化抗原とした ELISA 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

慢性関節リウマチ・アポトーシス関連 
抗ヒト S19 リボソーム蛋白ポリクローナル抗体  

 

容量 100µg 
形状 精製ウサギポリクローナル抗体、凍結乾燥品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

使用時には 100μL の超純水で溶解して下さい。 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 S19 タンパク質を免疫し、得られた抗血清より、プロテイン G カラムにて IgG を精製後、
凍結乾燥。 

使用濃度        イムノブロッティング 1～5μg/mL  

a: Non immuned rabbit antibody 
b: Anti S19 ribosomal protein antibody 
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